
 

 

神戸女学院大学×大阪ガス都市開発、産学共創ワークショップ開催！ 

～その街に住みたくなる交流型寮と 2030 年の住まいを考えよう～ 

 

2023 年 3 月２２日 

大阪ガス都市開発株式会社 

 

 

大阪ガス都市開発株式会社では、昨年に引き続き、神戸女学院大学さまとの産学共創ワークショップを共催する運び

となりましたのでお知らせいたします。 

 

実際の業務課題をテーマに、神戸女学院大学の学生と大阪ガス都市開発の社員が共に課題解決に取り組み、 

Daigas グループが掲げる「新たな価値創造」を目指します。 

 

また、ファシリテーターには、昨年に引き続き、インターネット企業・株式会社はてな創業メンバーの近藤令子さん(現：

合同会社 MOMENT 代表)をお迎えし、これまで多くのオープンイノベーションに携わってこられた経験から、今回のワー

クショップを通して「オープンイノベーションの魅力・価値」を伝えて頂きます。 

 

「私はまだ、私を知らない。」神戸女学院大学と「気づきを大切にする」大阪ガス都市開発の《創発》に、是非ご注目く

ださい。 

 

■ワークショップ概要■ 

開催日：2023 年 3 月 29 日(水) ・ 30 日(木）の 2 日間 

開催場所：１日目 大阪ガス都市開発・本社（淀屋橋） 

２日目 シーンズサロン高槻 

参加者：神戸女学院大学に在籍する学生（10 数名） 

大阪ガス都市開発でマンション開発に従事する社員 

＊その他、開催概要は添付資料をご覧ください。 

 

 

＜本件問い合わせ先＞ 

大阪ガス都市開発㈱ 開発営業部 （０６－４７０７－６３０８） 

 



 

 ×  

 

<産学共創ワークショップ> 

その街に住みたくなる交流型寮と 

2030 年の住まいを考えよう 
 

開催日：2023 年 3 月 2９日(水) ・ 30 日(木） 

開催場所： 

１日目 大阪ガス都市開発・本社（淀屋橋） 

２日目 シーンズサロン高槻 

参加者：神戸女学院大学に在籍する学生（10 数名） 

大阪ガス都市開発でマンション開発に従事する社員 

 

 

ワークショップのテーマ（予定）： 

① 街の課題解決となる交流型寮＊の商品企画 

神戸市が抱える課題を解決するような交流型寮の共用施設・交流イベントを 

考え、チーム毎にプレゼンを実施。 

＊交流型寮とは、複数の企業や学校が契約し、所属社員や学生が入居するシェア型の寮を

言います。専用居室に加え、共用施設の充実により、入居者同士のコミュニティ形成や 

課外活動の充実を促します。 

② 2030年の住まいを考えよう 

７年後、マンションデベロッパーとして、どんな暮らしを提案するかを考え、 

チーム毎にプレゼンを実施。 

 

 

＜ファシリテーターご紹介＞ 近藤令子さん(米国 CTI 認定 Co-Active®︎コーチ) 

インターネット企業の株式会社はてな創業メンバー。同社の立ち上げと成長に寄与すると共に、日本のスタートアップ文化の

礎につながる数々のユニークな施策の実現に尽力。現在は、「人が自分らしく生きるために応援するコーチ」として活躍の場

を拡げる。また、２０２０年より大阪ガス都市開発の新築分譲マンション「シーンズ」のブランド戦略アドバイザーを務める。 

 

■近藤さんからのメッセージ■ 

第２回を迎えた共創ワークショップ。今年は、初日に街の課題解決につながる

交流型寮のコンテンツを考え、２日目には未来の街づくり企業のあるべき姿を

描くというワクワクするテーマです。多様なメンバーが自由な空気のなかで意

見を交わし合いアイデアを生み出す、まさにオープンイノベーションを体感でき

る場となるよう盛り上げたいと思います。 

 

 

「私はまだ、私を知らない。」×「人生に感動する一邸を。」 

イラスト by. Fujitana (@enikkipanda) 


